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Abstract
Several studies have addressed the superiority of trained athletes regarding their quickness 
and accuracy in responding to environmental stimuli. However, these factors have not been well 
studied in handball players.
The purpose of this study was to examine whether quickness and accuracy in responding 
to a single stimulus （visual only） or combined stimulus （visual and auditory） differ according to 
the performance level of handball players. We hypothesized that experienced players respond 
much faster and more accurately than less experienced players to both single and combined 
stimulus conditions.
Twenty-seven female collegiate handball players participated in this study. The participants 
were divided into 3 groups according to their performance level （8 experts, mean 20.0±1.3 
years old; 9 midlevel players, mean 18.9±0.9 years; and 10 beginners, mean 16.7±0.8 years）. 
The visual stimulus was comprised of 3 different colored LED lights, （blue, yellow, red）, 
which were assigned to right hand, left hand, and right foot buttons, respectively. In the single 
stimulus condition, the subjects were asked to press all buttons and then release the appropri-
ate button as fast as possible when the corresponding light was turned on. In the combined 
stimulus condition, the subjects were asked not to release any buttons when the visual stimulus 
was accompanied by an auditory stimulus. To evaluate reaction time quickness, we measured 
the time between the visual stimulus and release of the button. The reaction times were mea-
sured and accuracy was quantified by counting the number of incorrect reactions.
In the single stimulus condition, the reaction time of both the expert and beginner groups 
was significantly faster than that of the midlevel group. As for reaction time accuracy, there 
was no significant difference among the 3 groups. In the combined stimulus condition, the ex-
pert group reacted significantly faster than both the midlevel and beginner groups, and were 
much more accurate than the beginner group. Surprisingly, under the combined stimulus condi-
tion the expert group, reacted much faster than under the single stimulus condition. The pres-
ent findings suggest that the expert athletes are able to react faster and more accurately, even 
in more complicated situations.
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Ⅰ．序　　論
　ハンドボール競技は，敵・味方選手が空間的に入
り乱れるコート上で，早く複雑な展開が繰り広げら
れる。めまぐるしく変化する状況下で，競技者は有
利なゲーム展開を行うために，多種多様な情報を取
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り入れ素早く判断し，適切な技術を取捨選択するこ
とが求められる。競技者は，これらの情報を主に視
覚から取り入れていると考えられる。したがって視
覚の情報処理能力は，技術の発揮に重要な役割を
担っていると考えられる。一方，ハンドボールでは
審判のホイッスルや，味方選手との声によるコミュ
ニケーション等に応じて，動作を切り替えたりする
場面がよくみられる。これらのことから，視覚情報
に加えて聴覚情報も，状況を判断し技術を選択する
際のフォローをしているとも考えられるため，高い
競技力を有する者は，視覚と聴覚の統合に優れてい
ると仮定することができる。
　枝川ら１は，スポーツで選手が競技の対象や周囲
の状況を正確に把握，認知することは，選手の競技
能力を十分に発揮させるための重要な要素であると
述べており，反応時間の速度と正確さが競技者に必
要であることを報告している。また，Allard et al.2
は大学女子バスケットボール選手と一般人を対象
に，バスケットボールのゲーム場面を示したスライ
ドを提示し，それがセットオフェンスなどの組織化
されたゲーム状況なのか，あるいはリバウンドや
ターンオーバーといった非組織的な状況なのかを，
なるべく素早く判断させた。この実験結果から反応
の速度と正確さについて検討し，一般人に比べス
ポーツ選手の反応の早さが優れていることを明らか
にした。これらは，熟練者群は運動の習熟に伴い，
感覚情報をもとに適切な技術選択が可能となること
を示している。このことは，ハンドボール競技にお
いても同様と考えられる。ところが，今まで他競技
を対象とした状況判断に関する研究は数多くなされ
てきたが，ハンドボール選手における技術選択の巧
みさに関した検討はないのが現状である。
　そこで本研究では，視覚・聴覚反応動作機器を用
いて実験を行い，視覚および聴覚刺激に対する運動
反応の早さと正確さが，ハンドボールの競技レベル
によってどのように異なるのか検討し，ハンドボー
ル競技の競技力向上への一資料とすることを目的と
した。本研究では，以下の仮説の検証を試みた。
１ ．視覚刺激のみの条件下では，反応の早さと正確
さは熟練者群，中級者群，初級者群の順で優れて
いる。
２ ．視覚および聴覚刺激の条件下でも，反応の早さ
と正確さは熟練者群，中級者群，初級者群の順で
優れている。
Ⅱ．方　　法
１．対象
　対象者は女子学生ハンドボール選手27名（18.3±
1.7歳）とし，競技経歴に応じて熟練者群８名（20.0
±1.3歳），中級者群９名（18.9±0.9歳），初級者群
10名（16.7±0.8歳）の３つの集団に分けた。選定
条件は，日本代表ユース経験やインターハイベスト
４以上の戦績を有する選手を熟練者群に，大学ハン
ドボール部に所属しているが公式試合の出場経験が
ない選手を中級者群にした。そして，高等学校のハ
ンドボール部に所属し，ハンドボール経験が少なく
公式戦で勝利したことない選手を初級者群とした。
なお，全ての被験者の静止視力は1.0以上であった。
２．調査期間
　平成22年５月下旬～７月上旬
３．調査方法・実験方法
　視覚刺激および聴覚刺激に対する反応時間と運動
反応の正確さの計測は，視覚・聴覚反応動作検査機
（竹井機器工業株式会社T.K.K1112，日本）を用い
て行った。実験は午前11時から午後１時の時間帯で
実施した。測定室には静かで薄暗い部屋を使用し，
実験機器から150㎝の距離に対象者を椅子に着席さ
せた。視覚刺激を与えるランプは３種類で左側のラ
ンプ（青）に対しては右手，中央のランプ（黄）に
対しては左手，右側のランプ（赤）に対しては右足
で反応するように教示した（図１）。対象者にはキー
を押した状態で準備させ，ランダムに点灯したラン
プに対応するキーを素早く離させた。このとき対象
者に左側の青ランプに対する右手，中央の黄ランプ
に対する左手の関係がXのように交差（図１）して
いることは述べないようにした。また１回のランプ
点灯は５秒であり，総所要時間は４分から５分で
あった。ランプ点灯からキーを離すまでの時間を「反
応時間」として記録し，正確性を評価する指標とし
て誤反応の回数を記録した。
　刺激の重複による運動への影響を評価するため，
以下の２条件を設けた。
１）視覚刺激反応条件
　視覚刺激の種類から正しい運動を選択実行する時
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の反応時間の早さと，選択の正確さを評価するため
に測定を16回行った。
２）視覚・聴覚刺激選択反応条件
　16回のランプ掲示のうち，４回（３回目，４回目，
11回目，13回目）はランプ点灯と同時にブザーが鳴
る課題を加えた。対象者にはランプと同時にブザー
が鳴った場合，キーを離さないように教示した。計
測項目は，視覚刺激反応条件と同じく反応時間の早
さと誤反応回数とした。
４．統計処理
　上記の２条件における反応時間と，誤反応回数に
ついて，群（熟練者群，中級者群，初級者群）と反
応箇所（右手（青），左手（黄），右足（赤））を要
因とする２元配置の分散分析を行い，要因の交互作
用と主効果を評価した。交互作用が認められた場合
は， TukeyのHSD検定による多重比較を行った。す
べての有意水準は５％未満とした。
Ⅲ．結　　果
１．視覚刺激反応条件
　反応時間においては，反応箇所と群に有意な交互
作用が認められた。さらに本研究では反応箇所の主
効果は認められなかった一方，反応時間においては
群の主効果が認められた（図２）。多重比較の結果，
３群間の比較では，右手で熟練者群が初級者群に比
べて反応時間が有意に短かった（p＜.05）。また，
左手で熟練者群が中級者群より，初級者群が中級者
群より有意に短い反応時間であった（p＜.01）。右
足では３群間に有意な差はみられなかった。
　誤反応回数では反応箇所，群ともに主効果は認め
られなかった（図３）。
２．視覚・聴覚刺激選択反応条件
　反応時間においては，反応箇所と群に有意な交互
作用が認められた。また，視覚刺激反応条件と同様
に反応箇所の主効果は認められなかった一方，反応
時間において群の主効果が認められた（図４）。そ
こで多重比較を行った結果，３群間の比較では，右
手で熟練者群が中級者群に比べて反応時間が有意に
短かった（p＜.05）。また，左手で熟練者群が初級
者群より有意に早い反応を見せた（p＜.05）。右足
では３群間に有意差は見られなかった。
図１　視覚・聴覚反応動作検査機
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図２　視覚刺激反応条件における反応時間の反応箇所間
および群間の比較
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図３　視覚刺激反応条件における誤反応回数の反応箇所
間および群間の比較
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　誤反応回数では，群のみに主効果が認められ，交
互作用は有意であった。多重比較の結果，左手で熟
練者群が初級者群より誤反応回数が有意に少なかっ
た（図５）（p＜.01）。
Ⅳ．考　　察
　足利ら３は，スポーツ選手はスポーツの場におい
て，音，動作，速度，色等の刺激に対して最も適し
た行動を素早く選択することが要求されると述べて
いる。これまで先行研究でスポーツ選手の反応動作
をとりあげた研究は多くなされてきたが，異なる感
覚器からの重複した刺激に対し，ハンドボール選手
における技術選択の巧みさに関した検討はない。そ
こで本研究はハンドボール選手を対象に，状況に応
じた判断が競技レベルによってどのように異なるか
を明らかにするため，視覚および聴覚刺激に対する
運動反応の早さと正確さの評価を行った。
　本研究では視覚刺激反応条件，視覚・聴覚刺激選
択反応条件ともに，反応時間と誤反応回数に対して
反応箇所の主効果が認められなかったことから，ラ
ンプの色彩による結果への影響は無かったものと考
えられた。視覚刺激反応条件において中級者群は熟
練者群と初級者群よりも有意に遅れた反応を示した
（図２）。仮説では初級者群から熟練者群の順に反応
時間が短くなるとしたが，これとは異なる結果で
あった。しかしながら，熟練者群と初級者群が同様
のメカニズムで反応時間を短縮できたとは考えにく
い。その理由として，有意差は認められないものの，
右手，左手，右足を合計した誤反応回数では熟練者
群が最も少なく，初級者群が最も多かったためであ
る。すなわち熟練者群は素早く正確であるのに対し
て初級者群は素早いが正確性には欠けていたという
ことを示唆するものである。このことは，中川４が
報告したように「パフォーマンスレベルの低い選手
は刺激に対して感覚的に反応する」ことを示してい
ると考えられる。よって本研究では初級者群が，中
級者群より早い反応を示した結果となった。
　次に視覚・聴覚刺激選択反応条件では，熟練者群
が中級者群と初級者群に比べて有意に早い反応を示
した（図４）。また，誤反応回数でも熟練者群はほ
かの群よりも少なく，正確に反応していたことが示
された（図５）。この結果は，熟練者群は，品治
ら５のどのパターンを選択すべきかを早く正確に見
極める点に優れているという報告を支持している。
加えて，視覚刺激反応条件と視覚・聴覚刺激選択反
応条件の熟練者群の結果から興味深い特徴が見られ
た。すなわち中級者群と初級者群は刺激が単一から
重複になることで，反応時間に遅れが見られたのに
対し熟練者群は逆に早くなり，なおかつ誤反応回数
については少なかった。つまり，熟練者群は課題が
難しくなっても正確に判断する能力があることが示
された。この結果から熟練者群は，初級者群や中級
者群に比べ感覚器から得た情報を素早く認識し，状
況に応じた技術を相手より早く発揮することで，有
利に試合を展開できる能力が優れていると推察され
る。また実際の試合場面において，変化するゲーム
状況を素早く認知する力が優れていることが，熟練
者群の技術の発揮に大きな影響を与えているのでは
ないかと考えられた。
　本研究では，重複した刺激に対する運動選択課題
の成績から熟練者群が中級者群と初級者群と比較し
て反応の早さと正確さに優れており，競技レベルが
高いほど状況に応じた判断に優れているという仮説
図５　視覚・聴覚刺激選択反応条件における誤反応回数
の反応箇所間および群間の比較
0.6
0.5
0.4
0.3
0.2
0.1
0.0
熟練者群 中級者群 初級者群
右手
左手
右足
＊＊：p＜.01
＊＊
????? ???
1.6
1.4
1.2
1.0
0.8
0.6
0.4
0.2
0.0
熟練者群 中級者群 初級者群
右手
左手
右足
＊：p＜.05
???? ???
＊
＊
図４　視覚・聴覚刺激選択反応条件における反応時間の
反応箇所間および群間の比較
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が立証された。しかし，なぜ熟練者群が初級者群に
比べて状況に応じた技術の発揮ができるかの詳しい
要因までは本実験結果からは明らかにできなかっ
た。また，用いた実験機器の特性上，右足しか計測
できなかったなど今後は利き足を考慮するなど実験
機器も再検討していく必要がある。そして，高い競
技レベルの競技者が状況に応じた技術の発揮がなぜ
できるのかを解き明かすことで，熟練者の状況に適
応する能力が明らかになり，今後研究の発展が望め
ると考えた。
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